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東
京
都
景
観
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
十
二
号

東
京
都
景
観
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
景
観
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
条
例
第
十
条
第
二
項
第
一
号
の
土
地
の
開
墾
、
土
石
の
採
取
、
鉱
物
の
掘
採
そ
の
他
の
土

地
の
形
質
の
変
更
の
項
中

「

 

宅
地
造
成
等
規
制
法

（
昭
和
三
十
六
年
法
律

第
百
九
十
一
号
） 

第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
宅
地
造
成
に
関

す
る
工
事
の
許
可
の
申

請 

申
請
の
日 

第
十
一
条
の
宅
地
造
成

に
関
す
る
工
事
の
協
議 

協
議
の
日 

 

」
を
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東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

対
象
区
域
の
地
名
地
番
及
び
認
定
年
月
日

対
象
区
域
の
地
名
地
番

認
定
年
月
日

足
立
区
南
花
畑
四
丁
目
十
一
番
一
の
一
部

及
び
同
番
二

令
和
六
年
七
月
一

日

二　

認
定
計
画
書
の
縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
三
階
中
央
）

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
十
三
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
四
年
東
京
都
告
示
第
百
五
十
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
一
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
狛
江
市
和
泉
本
町
四
丁
目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基

準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去

「

 

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛

土
等
規
制
法
（
昭
和
三

十
六
年
法
律
第
百
九
十

一
号
） 

第
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
宅
地
造
成
等

に
関
す
る
工
事
の
許
可

の
申
請 

申
請
の
日 

第
十
五
条
第
一
項
の
宅

地
造
成
等
に
関
す
る
工

事
の
協
議 

協
議
の
日 

第
三
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
特
定
盛
土
等

又
は
土
石
の
堆
積
に
関

す
る
工
事
の
許
可
の
申

請 

申
請
の
日 

第
三
十
四
条
第
一
項
の

特
定
盛
土
等
又
は
土
石

の
堆
積
に
関
す
る
工
事

の
協
議 

協
議
の
日 

 

」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
し
た
者
及
び
同
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
を
し
た
者
の
景

観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
す
べ
き
行
為
に
係
る

別
表
第
一
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

を
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
一
団
地
の
区
域
等
を
次
の
と
お
り
告
示
し
、
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日
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◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
九
百
四
十
二
号

に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
国
分
寺
市
東
元
町

三
丁
目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去

支点

29度 8分34秒

別　図

調布市国領町八丁目
3-1

106

-8106-9

106-10
106

-8

106-2

2-21

3-9

狛江市和泉本町四丁目

1059-3

北

支点
支点は、敷地境界(狛江市和泉本町四丁目1059番3)

の最北端とする。

格子の回転角度
29度8分34秒

格子の回転角度は、支点を通り、東西方向及び

南北方向に引いた線並びにこれらと平行して

10m間隔で引いた線により構成されている格子を、

支点を中心として、右回りに回転させた角度を示す。

凡　例
　　 敷地境界

　　 指定を解除する区域

　　 単位区画境界線

　　 筆界

　　 形質変更時要届出区域
  (平成24年東京都告示第150号により指定した区域)
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◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

秋
津
停
車
場

二

変
更
の
区
間

東
村
山
市
秋
津
町
五
丁
目
十
一
番
七
十
三
地
先

か
ら
同
所
同
番
七
十
八
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

別 図 

起点①は、座標値(X,Y)=(0,0)とする。 

起点②は、座標値(X,Y)=(25550.6592,0.0000)とする。 

【起 点】 

※座標値は、国分寺市東元町三丁目 2447番 1の最北端を

(X,Y)=(0,0) とし、東西方向を X、 南北方向を Yとした任意

座標である。 

0 度 22 分 44秒 

起点① 

(X,Y)=(0,0) 

1 2 

3 4 

国分寺市 

東元町三丁目 

2447 番 1 

2446 番 2 

2447 番 2 2426 番 3 

2425 番 1 

2433 番 1 

2427 番 1 

2425 番 2 
2427 番 2 

2402番 10 
2402番 11 

2402番 12 

2402 番 8 
2402 番 7 

2402 番 6 

2402 番 1 

2402 番 3 
2402 番 5 

2402 番 4 

2427 番 3 

2427 番 4 

2427 番 6 

2428 番 3 

2402 番 9 

2396 番 5 

起点② 
0 度 23 分 12秒 

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線並び

にこれらと平行して 10m間隔で引いた線により構成されている格子を、

起点を中心として、右回りに回転させた角度を示す。 

【格子の回転角度】 

起点①を通る格子の回転角度(0度 23分 12 秒) 

起点②を通る格子の回転角度(0度 22分 44 秒) 

形質変更時要届出区域 

単位区画 

調査範囲 

敷地境界 

筆境界 

【凡 例】 

（令和 4 年東京都告示第 965 号により指定した区域） 

指定を解除する区域 
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四
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都道秋津停車場線
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至志木街道

5
.2
7

5.28

5.30
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八
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三
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別

図

都

道

秋

津

停

車

場

線

区

域

変

更

略

図

東

村

山

市

秋

津

町

五

丁

目

地

内

都

道

編

入

区

域

延

長

面

積

一
九
・
七
五
平
方
メ
｜
ト
ル

メ
｜
ト
ル

至所沢

至清瀬

至
東
所
沢

至
新
小
平

あきつ

し
ん
あ
き
つ

西武池袋線

JR
武
蔵
野
線

都
道
秋
津
停
車
場
線 至

下
清
戸

至
久
米
川
町

空堀川

都道さいたま東村山線

東京都

東村山市

東京都

清瀬市

野塩一丁目

埼玉県

所沢市

上安松

秋津町五丁目
野塩五丁目

秋津町一丁目

梅園三丁目

青葉町三丁目

Ｎ

Ｎ
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則
（
昭
和
55年

11月
20日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
１
条
中
「
第
６
条
第
１
項
」
を
「
第
９
条
第
１
項
」
に
改
め

る
。第
２
条
中
「
第
６
条
第
２
項
」
を
「
第
９
条
第
２
項
」
に
改
め

る
。第
３
条
中
「
第
24条

第
１
項
」
を
「
第
31条

第
１
項
」
に
改
め

る
。第
４
条
中
「
第
26条

第
２
項
」
を
「
第
33条

第
２
項
」
に
改
め

る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
４
条
の
３
第
２
項
及
び
第
12条
の

３
の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
２
条
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
４
条
の
３
第
２
項
及
び
第

12条
の
３
の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
21

年
６
月
１
日
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
14号

）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
１
条
第
２
項
の
表
中
「
第
８
条
第
３
号
」
を
「
第
11条

第
３

号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四　

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五　

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
六
年
七
月
二
十
五
日

規
　
　
　
則
（
公
）

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

秋
津
停
車
場

二

供
用
開
始
の
区
間

東
村
山
市
秋
津
町
五
丁
目
十
一
番
七
十
三

地
先
か
ら
同
所
同
番
七
十
八
地
先
ま
で

三

供
用
開
始
の
期
日

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

路
線
名

秋
津
停
車
場

二　

占
用
を
制
限
す
る
区
間

東
村
山
市
秋
津
町
五
丁
目
十
一
番
七
十
三
地
先
か
ら
同
所
同
番

七
十
八
地
先
ま
で

三　

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
許
可
等
の
期
間
を
定
め
る
規
則
及
び

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
４
条
の
３
第
２
項
及
び
第
12条

の
３

の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
６
年
７
月
24日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
10号

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
許
可
等
の
期
間
を
定
め

る
規
則
及
び
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
４
条
の

３
第
２
項
及
び
第
12条

の
３
の
診
断
を
行
う
医
師
の

指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
許
可
等
の
期
間
を
定
め
る
規
則
の
一

部
改
正
）

第
１
条
　
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
許
可
等
の
期
間
を
定
め
る
規

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
249号

警
察
法
（
昭
和
29年

法
律
第
162号

）
第
43条

の
規
定
に
基
づ
く

東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
長
の
選
任
及
び
東
京
都
公
安
委
員
会
運
営

規
則
（
平
成
13年

３
月
28日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）
第

９
条
の
規
定
に
基
づ
く
東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
長
代
理
の
指
名
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
７
月
24日

付
け
を
も
っ
て
、
次
の
と
お
り
と

告
　
　
　
示
（
公
）
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し
た
。令
和
６
年
７
月
24日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

委
　
員
　
長
　
廣
瀨
　
道
明

委
員
長
代
理
　
伊
藤
　
秀
樹

公
　
　
　
告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
六
年
七
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

茂　

木　

竜　

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名　
　

多
摩
市
桜
ケ
丘
三
丁
目
二
十
三
番

三
、
同
番
四
、
同
番
四
地
先
、
大

字
東
寺
方
字
六
号
六
百
九
十
八
番
、

七
百
五
十
九
番
二
及
び
同
番
十
の

一
部

八
王
子
市
千
人
町
二
丁
目
十
八

番
五
号

株
式
会
社
協
進
建
設

　

代
表
取
締
役　

秋
本　

康
則

三
鷹
市
井
口
一
丁
目
百
四
十
一
番

五
、
百
四
十
三
番
五
、
百
四
十
四

番
二
、
同
番
八
の
一
部
、
同
番
九
、

百
四
十
五
番
一
の
一
部
、
百
六
十

番
二
、
同
番
三
、
同
番
九
及
び
同

番
十
三

三
鷹
市
深
大
寺
二
丁
目
一
番
四

号聖
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

生
駒　

英
則
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